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日
本
の
社
会
で
は

一
日
八
時
間
が
原
則

労
働
基
準
法
で
は
１
週
４
０
時
間
・

１
日
８
時
間
（
法
定
労
働
時
間
と
言

い
ま
す
）
を
超
え
て
働
か
せ
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
働
い
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
書
面
に
よ
る
協

定
、
い
わ
ゆ
る
３
６
協
定
（
サ
ブ
ロ

ク
協
定
）
と
い
う
も
の
が
必
要
で
、

こ
れ
を
労
働
基
準
監
督
署
に
届
出
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

①
超
過
労
働
時
間
等
に
対
す
る
規
制
等
の
設
定

・
月
１
０
０
時
間
ま
た
は
２
～
６
ヵ
月
平
均
月

80
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
及
び
休
日
労

働
を
、
製
品
事
故
対
応
、
納
期
遅
延
な
ど
真

に
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
い
て
原
則
と
し

て
認
め
な
い
。

・
深
夜
時
間
帯
（
22
時
以
降
）
の
労
働
を
行
わ

な
い
よ
う
強
く
推
奨
す
る
。

②
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
運
用
に
つ
い
て

・
健
康
管
理
時
間
が
月
１
０
０
時
間
ま
た
は
２

～
６
ヵ
月
平
均
月
80
時
間
を
超
え
た
場
合
は

Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
適
用
除
外
と
し
、
そ
の
月
の
属

す
る
期
末
ま
で
の
間
、
適
用
を
除
外
す
る
。

③
健
康
管
理
時
間
の
適
正
把
握

・
月
俸
者
、
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
適
用
者
以
外
の
一
般

従
業
員
に
つ
い
て
も
健
康
管
理
時
間
を
把
握

す
る
。

・
健
康
管
理
用
時
間
を
パ
ソ
コ
ン
電
源
起
動
・

終
了
時
間
に
て
管
理
し
、
シ
ス
テ
ム
的
に
手

修
正
を
不
可
と
す
る
。

④
不
正
時
の
対
応

・
勤
休
に
関
し
て
手
続
き
や
届
出
を
詐
（
い
つ

わ
）
り
又
は
怠
っ
た
場
合
、
上
長

及
び
本

人
を
懲
戒
に
処
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑤
シ
ス
テ
ム
対
応

・
左
記
施
策
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
上
の
サ
ポ
ー
ト
を
開
始

す
る
。

日
立
は
、
労
使
で
長
時
間
労
働
縮
減
の
た

め
の
具
体
的
な
施
策
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

各
職
場
で
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
４
月

１
日
か
ら
具
体
的
な
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
施
策
導
入
の
背
景
に
は
、
多
く
の

職
場
で
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
お
り
、

過
重
労
働
に
よ
る
疾
病
の
増
大
や
過
労
災
害
、

過
労
死
の
発
生
で
労
基
署
か
ら
是
正
指
導
を

受
け
た
職
場
が
で
る
な
ど
、
長
時
間
労
働
縮

減
は
労
使
の
重
大
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
実
施
内
容

日立労使で導入の長時間労働縮減施策

月１００時間残業の規制で、長時間労働の解消になるか？

日 立 懇

新
施
策
で
心
身
の

健
康
は
大
丈
夫
か
？

今
回
の
施
策
は
、
シ
ス
テ
ム
上
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
一
歩
前
進
で
す
が
、

改
善
す
べ
き
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
長
時
間
労
働
制
限
の
上
限

が
月
１
０
０
時
間
や
２
～
６
ヵ
月
平

均
月
80
時
間
の
設
定
で
は
働
く
者
の

心
身
の
健
康
を
守
る
も
の
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
上
限
を
下
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
作
業
量
に
見
合
っ

た
適
正
な
人
員
配
置
（
人
員
増
）
の

施
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。
適
正
な
人
員

配
置
と
セ
ッ
ト
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
抜
本
的
な
長
時
間
労
働
縮
減
は
図

ら
れ
ま
せ
ん
。



バ
ン
ザ
イ
!!
通
用
門
再
開

昨
年
６
月
に
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

確
保
の
た
め
」
と
、
閉
鎖
さ
れ
て
し

ま
っ
た
臨
海
工
場
～
（
情
制
シ
）
の

通
用
門
（
本
紙
07
／
６
号
既
報
）
が
、

こ
の
４
月
、
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

臨
海
工
場
側
に
あ
る
Ｈ
Ｅ
Ｓ
大
み

か
分
館
の
人
は
、
（
情
制
シ
）
に
来

る
事
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。
そ
の
た
び

に
10
分
も
遠
回
り
し
て
守
衛
所
の
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
相

当
な
時
間
の
ロ
ス
」
と
悪
評
ふ
ん
ぷ

ん
だ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
回
の
再

開
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
（
Ｈ
Ｅ
Ｓ
）

退
寮
者
、
続
々

（
情
制
シ
）
の
独
身
寮
＝
大
沼
寮
で

は
、
退
寮
し
ア
パ
ー
ト
に
移
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
結
婚
や
「
年
齢
制

限
」
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

「
自
己
都
合
」
が
多
く
、
い
ち
ば
ん

の
理
由
は
「
寮
費
が
食
事
を
と
ら
な

く
て
も
５
万
円
以
上
も
す
る
。
ア
パ
ー

ト
を
借
り
た
ほ
う
が
安
い
よ
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
要
因
は
、
居
室
以
外

の
照
明
や
エ
レ
ベ
ー
タ
に
使
う
電
気

代
な
ど
の
光
熱
費
を
「
共
通
費
」
と

し
て
頭
割
り
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
そ
う
。
独
身
寮
の
運
営
ま
で
独
立

採
算
制
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
か
。

（
情
制
シ
）

確
定
拠
出
年
金
で
大
損

確
定
拠
出
年
金
を
投
資
型
に
預
け

た
ま
ま
に
し
て
置
い
た
ら
、
株
の
暴

落
で
損
失
に
な
っ
て
い
た
。

仕
事
に
追
わ
れ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
と
っ
て
毎
日
毎
日
株
価
を
気
に
し

な
が
ら
年
金
額
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
至
難
の
業
と
言
え
る
の
で
は
。

確
定
拠
出
年
金
制
度
は
投
資
市
場

に
個
々
人
の
老
後
の
た
め
の
年
金
ま

で
か
き
集
め
、
ハ
ゲ
タ
カ
フ
ァ
ン
ド

と
も
言
わ
れ
る
投
資
会
社
の
食
い
物

に
さ
れ
て
い
る
。
個
々
人
が
運
用
す

る
に
は
無
理
が
あ
り
制
度
そ
の
も
の

を
廃
止
す
る
し
か
な
い
。
（
旧
国
分
）

再
雇
用
者
に
現
場
代
理
人

加
算
な
し

な
ん
で
？

現
場
代
理
人
業
務
は
「
現
場
代
理

人
加
算
」
（
賃
金
×
４
％
）
と
い
う

手
当
て
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
定
年
後
の
再

雇
用
者
の
場
合
、
こ
の
加
算
が
な
く
、

該
当
者
は
「
現
役
時
と
同
じ
仕
事
と

責
任
が
求
め
ら
れ
、
苦
労
が
多
い
の

に
報
わ
れ
な
い
。
再
雇
用
者
に
だ
け

加
算
が
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
怒
っ

て
い
ま
す
。

公
共
工
事
な
ど
で
は
、
工
事
現
場

に
現
場
代
理
人
を
常
駐
さ
せ
る
こ
と

が
法
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
社
員
で

あ
る
こ
と
や
一
定
の
経
験
・
資
格
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
再
雇
用
者
の
起

用
が
増
え
て
い
ま
す
。
早
急
な
改
善

が
必
要
で
す
。
（
情
制
シ
）

怒
り
！

ガ
ソ
リ
ン
暫
定
再
増
税

４
月
29
日
深
夜
、
行
き
つ
け
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
車
が
列
を
つ

く
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
待
っ
て
満

タ
ン
に
入
れ
た
。

１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
通
常
の
ガ
ソ

リ
ン
税
28
・
７
円
に
暫
定
税
25
・
１

円
で
計
53
・
８
円
の
ガ
ソ
リ
ン
税
で

あ
る
。
改
め
て
税
金
の
大
き
さ
に
び
っ

く
り
さ
せ
ら
れ
た
。
諸
物
価
が
上
昇

し
て
い
る
だ
け
に
輸
送
コ
ス
ト
高
に

な
り
更
な
る
物
価
高
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
り
そ
う
。

気
分
ま
で
暗
く
な
る
昼
休
み

省
エ
ネ
と
い
う
こ
と
で
昼
休
み
は

消
灯
。
特
に
雨
や
曇
り
の
日
な
ど
は

真
っ
暗
。
そ
ん
な
中
で
弁
当
を
食
べ

た
り
新
聞
を
読
ん
だ
り
Ｐ
Ｃ
を
見
た

り
と
い
う
光
景
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
ま
す
。

で
も
、
当
然
な
が
ら
目
に
良
く
な

い
し
、
気
分
ま
で
暗
く
な
り
そ
う
で

す
。
や
り
す
ぎ
は
、
良
く
あ
り
ま
せ

ん
。

（
情
制
シ
）

松
下
プ
ラ
ズ
マ
偽
装
請
負

告
発
解
雇
の
吉
岡
氏
勝
訴

松
下
プ
ラ
ズ

マ
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
茨
木
工
場
で

働
い
て
い
た
吉

岡
力
さ
ん(

33)

が
偽
装
請
負
を

告
発
し
て
解
雇
さ
れ
た
事
件
で
大
阪

高
裁
は
４
月
25
日
、
一
審
判
決
を
く

つ
が
え
し
吉
岡
さ
ん
の
訴
え
を
全
面

的
に
認
め
ま
し
た
。
吉
岡
さ
ん
は
05

年
５
月
に
偽
装
請
負
を
告
発
。
松
下

は
直
接
雇
用
し
た
も
の
の
隔
離
部
屋

に
押
し
こ
め
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を

し
、
06
年
１
月
解
雇
し
た
も
の
で
す
。

判
決
は
、
松
下
の
違
法
（
偽
装
請

負
）
を
認
め
、
請
負
契
約
は
無
効
と

指
摘
。
継
続
し
て
働
か
せ
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
「
黙
示
の
労
働
契
約

（
直
接
雇
用
）
」
に
あ
っ
た
と
し
て
、

吉
岡
さ
ん
は
「
雇
用
契
約
上
の
権
利

を
有
す
る
」
と
確
認
し
ま
し
た
。

直
接
雇
用
後
、
一
人
作
業
を
押
し

付
け
た
こ
と
に
つ
い
て
「
報
復
行
為
」

と
し
、
雇
い
止
め
に
つ
い
て
は
、

「
更
新
拒
絶
の
濫
用
」
と
断
定
。
事

実
上
の
常
用
雇
用
の
契
約
関
係
に
あ
っ

た
と
認
め
ま
し
た
。
村
田
浩
治
弁
護

士
は
「
主
張
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ

た
。
派
遣
先
の
雇
用
責
任
を
認
め
る

意
義
あ
る
判
決
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

日
立
懇
も
署
名
、
カ
ン
パ
等
で
支
援

し
て
き
ま
し
た
。

（
写
真
はA

s
a
h
i
.
c
o
m

よ
り
）


